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土曜市広場

市職員の給与などの公表

狂犬病予防注射と登録
不当要求行為等の防止及び
　　　　対策に関する要綱

カメラリポート 
みんなの広場 
お知らせ  
健康文化都市・南国
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　２月３日、土曜市広場で第９回
地域安全祈願「節分まつり」が開
催されました。
　大篠保育園の園児、地域安全協
会の関係者ら約100人が参加し、
「振り込め詐欺」の防犯教室や豆
まきなどが行われました。



（1）人件費の状況（普通会計決算）

区 分 住民基本台帳人口
　　　　 （年度末）

歳 出 額
　　　  Ａ 実質収支 人 件 費

　　　  Ｂ
人件費率
  （Ｂ／Ａ）

14年度の
　  人件費率

15年度 H16.3.31
　　　50,498   人 

　　    千円
19,286,045

       千円
  62,905

          千円
4,430,062

　  ％
23.0

　  ％
22.6

(注)　人件費には、職員の給与・特別職（市長職など）に支給される給料・共済組合負担金・
　　  退職手当・議員報酬などが含まれます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分 職 員 数
　　　Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　 Ｂ

一人当たりの給与費
　　　　　（Ｂ／Ａ）

16年度 　　  人
462（2） 

　　   千円
1,890,385

       千円
273,587

          千円
   789,789

(注)　１  職員手当には退職手当は含みません。
  　　２  給与費は12月補正後の予算に計上された額です。
  　　３（　）内は、再任用短時間勤務職員です。＊職員数には含んでいません。

          　千円
   2,953,761

   　千円
  6,366

給　　　与　　　費

（3）職員の平均給料月額、および平均年齢の状況（16年4月1日現在）

区 分 一般行政職平均給料月額 一般行政職平均年齢

南国市 359,700  円 44.3  歳
国 327,555  円 40.2  歳

（4）職員の初任給の状況（16年4月1日現在）

区　　分
南 国 市 国

決定初任給 採用２年経過日
給　　料　　額

初 任 給

大学卒 170,700  円 184,400  円 �種   184,400  円
�種   170,700  円

�種   198,600  円
�種   184,400  円

高校卒
一般行政職

138,800  円 148,500  円 138,800  円 148,500  円

採用２年経過日
給　　料　　額

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（16年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒

高校卒

高校卒

260,900   円 329,500  円 374,800  円

213,300   円 269,300  円 338,700  円

213,300   円 269,300  円 338,700  円

一般行政職

技 能 職

(注)　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、 採用後の年数をいうものです。

　市民の皆さんに市職員の給与や定員管理などの現状を知っていただく
ため、次のとおりお知らせします。
　職員の給与は、民間の労働者の給与を基に出される『人事院勧告』を
参考に、国家公務員やほかの地方公共団体との均衡を図りながら決定さ
れています。

(注)　市では、平成16年10月から職員給料の６％の減額を行っています。
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区　　　分 全　 職　 種

特殊勤務手当
 （15年度）

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額
手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）

支給額の多い手当
多くの職員に支給
されている手当

代表的な手当名称

15.8  ％
248,928  円
16

税務手当、消防手当、福祉事務手当

消防手当、税務手当、福祉事務手当

時 間 外
勤務手当

15年度

14年度

支 給 総 額
職員１人当たり支給年額
支 給 総 額
職員１人当たり支給年額

140,764  千円
272  千円

174,045  千円
331  千円

（6）一般行政職の級別職員数の状況（16年4月1日現在）

(注)　１  南国市の給与条例に基づく給料表の区分による職員数です。
　　     （税務職員・消防職員・技能労務職員・保育職員などは除きます）
　　  ２  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

１級 ３級２級 ５級４級 ８級７級６級 ９級 計

主事および技師の職務標 準 的 な
職 務 内 容
職 員 数
構 成 比
１年前の
 構 成 比
５年前の
 構 成 比

参
　  

考

1  人

主査および
　　技査の職務

係長・主幹・技幹
および相当する職務

10人 17 人
0.4 % 4.5 % 7.6 % 16.1 % 3.1 %

36人 7 人

3.5 %０% 11.4 %

9.2 %０%

13.5 %

9.5 % 8.9 % 3.9 %

3.5 %

54 人 57人
24.1 % 25.5 %

22.3 %

32.3 % 17.8%

27.5 %

補佐・主監・技監
および相当する職務

課長・参事
および相当する職務

20人 22 人
8.9 % 9.8 %

8.3 % 10.0 %

11.4 % 7.0 %

224人
100 %

100 %

100 %

区　　分

(注)　１  （　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
　　  ２  退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された
　　　　平均額です。

（7）職員手当の状況（16年4月1日現在）

区　分 南　　国　　市 国

期末手当

勤勉手当

退職手当

�その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置２～20％加算
�退職時特別昇給…２号俸
�１人当たり平均支給額…25,762千円

�職制上の段階、職務の級等による加算…有

　　　　　  期末手当　　　 勤勉手当

６月期　　 1.40    月分          0.70    月分　　　　（ 0.75 ）月分　 （ 0.35 ）月分

12月期　　 1.60　月分　　  0.70　月分　　　　（ 0.85 ）月分　 （ 0.35 ）月分
　計　　　 3.00　月分          1.40    月分　　　　（ 1.60 ）月分　 （ 0.70 ）月分

　　　　　  期末手当　　　 勤勉手当

６月期　　 1.40    月分          0.70    月分　　　　（ 0.75 ）月分　 （ 0.35 ）月分

12月期　　 1.60　月分　　  0.70　月分　　　　（ 0.85 ）月分　 （ 0.35 ）月分
　計　　　 3.00　月分          1.40    月分　　　　（ 1.60 ）月分　 （ 0.70 ）月分

　　　　　　　 自己都合　　  勧奨・定年

勤続 2 0年　   21.0    月分        28.0875  月分
勤続 2 5年　   33.75  月分　　43.335　月分
勤続 3 5年　   47.5    月分　　60.99　  月分
最高限度額　　60.0    月分　　60.99  　月分

　　　　　　　 自己都合　　  勧奨・定年

勤続 2 0年　   21.0    月分        28.0875  月分
勤続 2 5年　   33.75  月分　　43.335　月分
勤続 3 5年　   47.5    月分　　60.99　  月分
最高限度額　　60.0    月分　　60.99  　月分

�その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置２～20％加算
�退職時特別昇給…１号俸

�職制上の段階、職務の級等による加算…有

広広報報ななんんここくく３３月月号号 3



（8）特別職の報酬などの状況（17年1月1日現在）
区 分 給料月額など 期末手当支給割合
市　長
助　役
収入役
教育長
議　長
副議長
議　員

772,000 円
648,000 円
600,000 円

380,000 円
410,000 円
450,000 円
600,000 円

６月期 1.60月分
12月期 1.70月分　計3.30月分

６月期 1.60月分
12月期 1.70月分　計3.30月分

(注)　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員など
　を含み、臨時または非常勤職員を除きます。

　　 （　）内は、再任用短時間勤務職員です。＊職員数には含んでいません。

（9）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （単位：人）

部 門 区 分
職 員 数 対前年

増減数 主 な 増 減 理 由

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

小　　計

教　　育
消　　防
小　　計

普通会計　計
水　　道
下　　水
そ の 他
小　　計

合　　計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

344

平成16年
5
64
28
150
34

21
5
37

352
（ 1 ） （ 1）

（ 1）

平成15年
5
67
28
154
33

24
6
35

59（ 1 ）
64
123
475
14
12
14
40
515
（ 1 ） （ 2）

58（ 1 ）
64
122
466
14
10
14
38
504

1

2

阿佐線対策事業の終了

△ 4 保育士の減
高齢者健診事業の充実

空港周辺対策事業の終了

高規格道路周辺対策事業の推進

農業集落排水事業の終了

△ 8

△ 3

△ 3
△ 1

用務員の減△ 1

△ 1

△ 2

△ 2

△ 9

△11

区 分 内　　　　　　容 国の制度
との異同 国の制度と異なる内容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　 13,500円
配偶者以外の扶養親族２人まで　　　　　 6,000円
ただし、配偶者のいない職員の扶養親族１人 11,000円
その他の扶養親族　　　　　　　　　　　 5,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子
１人につき加算
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の親族 6,500円

扶養手当

5,000円

① ① ①借家・借間居住者
�基礎控除額　　　　　　　　　　　　　 12,000円
�最高支給限度額　　　　　　　　　　　 27,000円

② ② ②自宅居住者（新築または購入後５年間） 2,500円

① ① ①交通機関などの利用者
�運賃等の額に相当する額55,000円まで全額支給

② ② ②交通用具利用者　　　　　　　 900～24,500円

住居手当

通勤手当
② ②交通用具利用者
2,000円（２㎞以上～５㎞未満）

〜
最高24,500円（60㎞0 以上）

同　じ

同　じ

一部
異なる

（16年4月1日現在）
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（10）定員適正化計画の数値目標および進ちょく状況

(注)
１ 計画期間は13年～17年
の５年間です。

２  (    )内の数値は、数値目
　　標に対する進ちょく率
　　を示しています。

※お問い合わせは、総務課職員係（�８８０ー６５５１）まで

①  ① 定員適正化目標（数・率）
　　　職員数を平成13年から平成17年までの５年間で29人（5.4％）削減することを目標としています。
　　数年前から保育所の民営化に取り組んでいますが、引き続き民生部門、教育部門の職員数の抑制
　　を図るとともに、他部門においても事務改善および機構・組織の改革に取り組んでいきます。
＊ 最終年度前に計画目標が達成されたことに伴い、平成16年度を起点とした新たな定員適正化計画
　　を策定します。

②  ② 定員適正化手法の概要
�民間委託など…保育所の民営化をはじめ、委託できるものについては委託化を図ります。
�機構・組織改革…行政需要に対応した機構・組織改革を図ります。

③  ③ 定員適正化計画の年次別進ちょく状況（実績）の概要（各年4月1日現在）

区　分
13 年
１ 年 目

（参考）
数値目標

全部門
減　員
増　員
差　引
累　計

（進ちょく率）

職員数 536 525 515

17

△ 21△ 110
0
17

（0％）
△ 29

507

20
9

21
11

△ 11 △ 10

14 年
２ 年 目

15 年
３ 年 目

（37.9％）（72.4％）

504

△ 32

19
8

△ 11

16 年
４ 年 目

（110.3％）（100％）

超
え
た
ら
…
。

　
人
間
が
つ
ら
い
と
き
、
苦
し
い
と

き
、
人
の
支
え
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
解
決
方
法
や
慰
め
は
な

く
て
も
、
話
を
た
だ
聞
い
て
も
ら
え

る
だ
け
で
ほ
っ
と
し
た
り
、
落
ち
着

い
た
り
、
と
い
う
経
験
の
あ
る
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
リ
ス
ト
ラ

さ
れ
た
り
、
せ
っ
か
く
入
社
し
た
会

社
が
つ
ぶ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
弱
音
を
人
に
話
す
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
ま
た
前
向
き
に
進
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
男
の
子
を
励
ま
す
つ
も
り
で
し
ょ

う
が
、
「
男
だ
か
ら
泣
か
な
い
で
」

「
男
だ
か
ら
し
っ
か
り
ね
」
と
い
う

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時

に
よ
り
け
り
で
す
が
、
男
性
も
女
性

も
お
互
い
話
し
合
い
向
か
い
合
う
力

を
身
に
つ
け
、
苦
し
さ
や
つ
ら
さ
を

乗
り
越
え
る
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら

で
は
な
く
、
し
な
や
か
に
粘
り
強
く

そ
の
人
・
そ
の
子
ら
し
く
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
中
高
年
男
性
の
自
殺
率
が
世
界
的

に
見
て
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
家
族

は
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
で
し
ょ

う
。
本
人
に
は
色
々
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
自
殺
を
選

択
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
悔
や
ま
れ

ま
す
。

　
中
高
年
男
性
の
う
つ
病
罹
患
（
り

か
ん
）
率
が
増
え
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ば
り
ば
り
仕
事

を
し
て
き
た
男
性
が
配
置
転
換
で
全

く
新
し
い
職
場
に
移
っ
た
け
れ
ど
も
、

初
歩
的
な
こ
と
も
聞
け
な
い
な
ど
の

原
因
で
、
う
つ
病
患
者
が
増
え
て
い

る
と
い
う
職
場
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
自
殺
や
う
つ
病
の
原
因
は
多
々
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性
に
多

い
・
増
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は

男
性
特
有
の
条
件
も
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
男
は
こ

う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
世
間
の
見
方

は
、
男
性
が
つ
ら
い
状
況
に
陥
っ
た

と
き
果
た
し
て
男
性
を
支
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？
「
弱
音
を
吐
か
な
い
」

「
男
は
黙
っ
て
」
…
確
か
に
こ
う
し

た
心
構
え
が
気
持
ち
を
支
え
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

つ
ら
さ
、
切
な
さ
が
我
慢
の
限
度
を

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で
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★次のような犬は、狂犬病予防注射を受けられない
　ことがあります。
�老齢、体調不良（下痢、食欲不振、フィラリアな
　どの病気等）や病気で治療中
�妊娠中、授乳中
�注射に対してアレルギー体質
�他のワクチンを接種したばかり
�飼い主が気にかかる症状があれば、獣医師に相談
　のうえ、注射の時期をずらすか、動物病院での実
　施をご検討ください。

地 区 日 実施場所 実施時間
十市農協加工事業所前 9：15～  9：30
阿戸公民館　　　 9：45～10：05
緑ヶ丘２丁目集会所 10：20～10：45
十市支所　　　　 11：00～11：15
小久保公民館　　 13：20～13：35
稲生ふれあい館　 13：50～14：05
井川・千屋崎公民館 14：20～14：30
久枝公民館　　　 9：15～  9：30
南部福祉館　　　 9：45～10：00
市農協前浜支所　 10：15～10：30
物部公民館　　　 10：50～11：00
田村西部公民館　 13：20～13：40
日章福祉交流センター 14：00～14：20

４
月
４
月
４
月　
７７
日
�

４
月
４
月
４
月　
８８
日
�

　ご希望の場所で、登録・注射を受けてください。

＊暴れて注射をさせない犬は、犬を抑えられる人が連れて
　来てください。
＊死亡や譲渡・転居・転出・転入の場合も届けてください。
＊釣り銭のいらないようにお願いします

飼い犬は、生涯で一度の登録と、毎年１回の狂
犬病予防注射が必要です。
４月～５月の間に市内各地を巡回し、登録（新
たに飼い始めた犬、未登録の犬）と、狂犬病予
防注射を行います。

制定されました
　
近
年
、
暴
力
団
・
特
定
市
民
ら
に

よ
る
行
政
機
関
へ
の
不
当
な
要
求
が

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
個
々

の
職
員
が
抱
え
て
い
る
案
件
を
吸
い

上
げ
、
組
織
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
事
務
事
業
ま
た
は
職
員
に
対

す
る
す
べ
て
の
不
当
要
求
行
為
及
び

暴
力
的
不
当
要
求
行
為
に
対
し
、
組

織
的
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適

切
に
対
処
し
、
職
員
の
安
全
と
事
務

事
業
の
円
滑
適
切
な
執
行
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
16
年
12
月
22

日
に
「
南
国
市
不
当
要
求
行
為
等
の

防
止
及
び
対
策
に
関
す
る
要
綱
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
要
綱
に
基
づ
き
、
不
当
要
求

に
対
し
「
不
当
要
求
等
防
止
対
策
委

員
会
」
を
設
置
し
、
不
当
要
求
を
受

け
た
職
員
や
所
属
長
の
報
告
を
義
務

付
け
、
不
当
要
求
行
為
の
実
態
把
握

や
対
象
事
項
の
審
議
、
警
察
、
弁
護

（
不
当
要
求
行
為
等
）

�
暴
力
行
為

暴
力
行
為

��
脅
迫
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
行
為

�
脅
迫
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
行
為

��
正
当
な
理
由
も
な
く
面
会
を
強
要

正
当
な
理
由
も
な
く
面
会
を
強
要

　
す
る
行
為

�
乱
暴
な
言
動
に
よ
り
他
人
に
嫌
悪

乱
暴
な
言
動
に
よ
り
他
人
に
嫌
悪

　
の
情
を
抱
か
せ
る
行
為

�
正
当
な
権
利
行
使
を
仮
装
し
た
違

正
当
な
権
利
行
使
を
仮
装
し
た
違

　
法
ま
た
は
社
会
常
識
を
逸
脱
し
た

　
手
段
に
よ
る
金
銭
ま
た
は
権
利
を

　
不
当
に
要
求
す
る
行
為

�
正
当
な
手
続
き
に
よ
る
こ
と
な
く
、

正
当
な
手
続
き
に
よ
る
こ
と
な
く
、

　
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
求
め
る
行

　
為

�
そ
の
ほ
か
、

そ
の
ほ
か
、
庁
舎
等
の
保
全
及
び

　
庁
舎
等
に
お
け
る
秩
序
並
び
に
職

　
員
の
事
務
事
業
の
執
行
に
支
障
を

　
生
じ
さ
せ
る
行
為

士
等
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
要
綱
を
も
と
に
、
不
当
要
求
行

為
等
の
未
然
防
止
、
公
務
の
適
正
な

執
行
、
職
員
の
安
全
確
保
等
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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地 区 日 実施場所 実施時間

浜改田東場公民館 9：10～  9：25
　　　　　 浜改田中田公民館   9：40～  9：55

旧三和支所跡　　 10：15～10：25
間田公民館　　　 10：40～10：50
三和公民館　　　 11：05～11：25
片山公民館　　　 13：20～13：35
竹中公民館　　　 13：50～14：15
住吉野公民館　　 14：30～14：45

　　　　　 明見公民館　　　   9：10～  9：20
篠原中央公民館　 9：40～10：00
市民体育館　　　 10：20～10：35
能間公民館　　　 11：00～11：20

　　　　　 上野田公民館　　 13：25～13：35
下野田公民館　　 13：50～14：00
西野田公民館　　 14：15～14：30
堀ノ内公民館　　 9：10～  9：20

　　　　　 岩村ふれあいセンター   9：35～  9：50
包末公民館　　　 10：05～10：20
西山公民館　　　 10：35～10：50
南三畠公民館　　 11：10～11：30
ＳＵＮＳＵＮながおか 13：30～13：45
中央福祉館　　 14：00～14：15
黒滝公民館　　　 9：20～  9：25
奈路公民館　　　 9：50～10：05
市農協瓶岩支所　 10：20～10：35
外山公民館前　　 10：50～11：00
成合・天行寺公民館 11：15～11：25
才谷公民館前　　 13：30～13：40

　　　　　 植野公民館　　　 13：55～14：15
領石公民館　　　 14：30～14：40※お問い合わせは、生活環境課環境係

　　　　　　　　　（�８８０ー６５５７）まで

地 区 日 実施場所 実施時間
旧白木谷バス停前 9：15～  9：25
市農協上倉支所　 9：40～  9：50
上八京窪田宅前　 10：05～10：10
岡豊町笠ノ川公民館 10：25～10：40

　　　　　 植田公民館　　　 10：55～11：10
久礼田体育館　　 11：25～11：40
岡豊町蒲原公民館 13：20～13：35

　　　　　　岡豊町滝本公民館 13：50～14：05
岡豊町定林寺公民館 14：20～14：35
岡豊町小篭熊野神社 9：10～  9：25
岡豊町中島沖公民館 9：40～  9：55
岡豊ふれあい館　 10：10～10：30
左右山公民館　　 10：45～10：55
市農協国府支所　 11：10～11：25
西島公民館　　　 13：20～13：35
南国市役所北駐車場 13：50～14：20
岡豊ふれあい館　 9：10～  9：50
ＳＵＮＳＵＮながおか 10：05～10：30
日章福祉交流センター 10：55～11：25
稲生ふれあい館　 13：15～14：00
南国市役所玄関前 14：20～15：30

４
月
４
月
４
月
14
日
��
　

４
月
４
月
1515
　

日日
��　

４
月
４
月
　

1818
　

日　日　
��　

４
月
４
月
４
月　
1919　
日
��
　

５
月
５
月
５
月
1515
日
��
　

４
月
11
日日
��　

４
月
４
月
４
月
1212　
日
��　

�
不
当
要
求
行
為
等

不
当
要
求
行
為
等

　
　
　
　
　
　
防
止
対
策
委
員
会

▼
組
　
織
（
29
名
）

委
員
長
／
助
役

副
委
員
長
／
収
入
役

委
　
員
／
教
育
長
、
消
防
長
、
総

　
　
務
課
長
、
財
政
課
長
、
企
画
課

　
　
長
、
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
所
長
、

　
　
税
務
課
長
、
市
民
課
長
、
保
健

　
　
課
長
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

　
　
長
、
生
活
環
境
課
長
、
土
地
対

　
　
策
課
長
、
農
林
課
長
、
商
工
水

　
　
産
課
長
、
建
設
課
長
、
都
市
計

　
　
画
課
長
、
住
宅
課
長
、
下
水
道

　
　
課
長
、
会
計
課
長
、
福
祉
事
務

　
　
所
長
、
学
校
教
育
課
長
、
生
涯

　
　
学
習
課
長
、
水
道
局
長
、
議
会

　
　
事
務
局
長
、
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
事
務
局
長
、
農
業
委
員
会
事
務

　
　
局
長
、
監
査
委
員
事
務
局
長

庶
　
務
／
総
務
課
職
員
係

▼
所
掌
事
務

　
�
不
当
要
求
行
為
等
に
関
す
る
対

不
当
要
求
行
為
等
に
関
す
る
対

　
　
応
方
針
及
び
対
応
策
の
決
定

　
�
警
察
、
弁
護
士
等
と
の
情
報
交

�
警
察
、
弁
護
士
等
と
の
情
報
交

�
　
　
換
及
び
必
要
な
対
応
措
置

�
不
当
要
求
行
為
等
に
関
す
る
研

不
当
要
求
行
為
等
に
関
す
る
研

　
　
修
等
の
実
施

�
不
当
要
求
行
為
等
対
策
責
任
者

不
当
要
求
行
為
等
対
策
責
任
者

　
�
対
策
責
任
者
…
各
課
の
所
属
長

対
策
責
任
者
…
各
課
の
所
属
長

　
�
所
掌
事
務

所
掌
事
務

　
・
職
場
に
お
け
る
不
当
要
求
行
為

　
　
等
の
防
止
及
び
対
策

�
具
体
的
な
措
置

具
体
的
な
措
置

　
・
行
為
者
に
対
す
る
警
告

　
・
退
去
命
令
、
排
除
等
の
措
置

　
・
総
務
課
を
通
じ
て
委
員
長
に
連
絡

　
・
不
当
要
求
行
為
等
状
況
報
告
書

　
　
の
提
出

　
・
弁
護
士
、
警
察
署
等
関
係
機
関

　
　
へ
の
通
報

�
職
員
の
責
務

�
職
員
の
責
務

�　
不
当
要
求
行
為
等
を
受
け
た
場
合
、

　
対
策
責
任
者
へ
の
速
や
か
な
報
告

　
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
職
員
係

（
�
８
８
０

８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で
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▲１／７ 南国市中学校生徒会交　
流会　　　　　　　　（市役所）

広
報
２
月
号
の
成
人
式
の
表
紙
を
見
て
、
今
か
ら
娘
の
成
人
式
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

「あたたかな食で拓く子どもたちの未来」
をテーマに、今年で５回目となる「南国食育
フォーラム」がホリディホールを会場に開催
されました。市内小中学校ＰＴＡ関係者ら約
400人が参加。食と教育の研究家である広瀬正
義さんの基調講演後、基本的な生活習慣が身
に付いていない子どもが増えている現状など
についてパネル討議などが行われました。

香長中の北西にある西野々遺跡（大埇乙）
で、弥生時代から中世にかけての建物跡や約
２万点の土器や陶器などが出土しました。中
でも、８～９世紀の建物跡近くで見つかった
二彩陶器は当時かなり貴重なものとされ、何
らかの官衙（かんが＝役所）関連施設があっ
たのではないかと考えられます。
県埋蔵文化財センター（篠原）による現地説
明会には、約150名が参加し埋もれていた歴
史に思いをはせていました。

南国食育フォーラム南国食育フォーラム2005  2005  開催開催南国食育フォーラム南国食育フォーラム2005  2005  開催開催

歴史に思いをはせる歴史に思いをはせる歴史に思いをはせる歴史に思いをはせる
西野々遺跡現地説明会西野々遺跡現地説明会

�12／16 平成16年度民間防火
組織などの防火・防災普及啓発
推進助成事業（幼年消防用活動
資器材助成事業）の助成を受け、
長岡西部、岡豊保育所の幼年消
防クラブに鼓笛隊セットが購入
され、長岡西部保育所で披露演
奏されました。今後の一層の防
火・啓発推進への意識の高まり
が期待されます。

（長岡西部保育所）

１月22日

１月29日
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広
報
２
月
号
の
表
紙
を
見
て
自
分
の
成
人
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
携
帯
も
な
く
静
か
な
式
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲１／22 奈路消防屯所落成式
（奈路）

▲２／３ 第９回地域安全祈願節
分まつり　　　　（土曜市広場）

▲２／11 市長杯スカッシュバ
レー大会（スポーツセンター）

▲２／10 南国市連合婦人会 女
性のつどい　　　　　（市役所）

「第２回ハガキでごめんなさい全国
コンクール」の第１次、第２次審査が
後免町公民館で行われました。応募総
数は2,122通と昨年より若干少ないもの
の、作品レベルは高めとのこと。ハガ
キに込められた思いに審査員のみなさ
んは真剣に見入っていました。

いいそびれたごめんなさいが集まるいいそびれたごめんなさいが集まるいいそびれたごめんなさいが集まるいいそびれたごめんなさいが集まる
「第２回ハガキでごめんなさい」審査「第２回ハガキでごめんなさい」審査

２月４日

▲２／６ 国分川のシバ焼き　　　
（国分川沿い）

▲２／13 南国市体育協会表彰
式　　　（スポーツセンター）

▲１／23 第43回南国市駅伝競走
大会

▲１／24 紙芝居原画＆ソーレパ
ネル展示　　　　　　（市役所）
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■締め切り／平成17年３月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大 甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第393回親子クイズの答えは、
「オナガドリ」でした。

★応募総数／87通 ★正 解 率／100％

【第393回当選者】
西本　恵美さん（領　石）
西本　寿子さん（片　山）
岩田　真　さん（岡豊町）
野口　繁子さん（岡豊町）
山本美智代さん（十　市）

394

ハ ン リ ユ ウ
ラ 　 ク メ ン
チ シ ツ 　 ド
ガ マ 　 ナ ウ
イ 　 オ ス

393回解答

２
月
号
親
子
ク
イ
ズ
。
少
し
ひ
ね
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
解
い
た
あ
と
に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 高高知知とと山山田田をを結結ぶぶ建建設設中中のの
「「 AA BB CC DD 」」街街道道

タテタテ ①酸性、アルカリ性を判別。

②蝶のように舞い、蜂のように
刺す。モハメド・○○。

③水切りのため間をすかせて張った台。

④沸かすこと。ゆでること。

⑤心配すること。

⑥鶴は千年。○○は万年。

ヨコヨコ �志摩半島から紀伊に至る○○○海岸。

⑦イタリアにある都市。
⑧魚にこれが多いと食べにくい。

⑨アウトの反対。

⑩はずれ。
⑪手紙が少なくなりました。

　女性の一番の友達である「布」。中でも永遠の
憧れの「シルク」の草木染めと機織りの体験教室
を開催します。染めましょ、織りましょ春色小物。
心躍る一日をご一緒に。男性も大歓迎です。

■とき／３月19日�　10：00～14：00
■ところ／高知農業高校資料館とその周辺
■講師／染色家・山本眞壽さん
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者
（30名程度）
■参加料／1,000円
■申込締切／３月14日�必着
■主催／ＮＰＯおかいこさん学校、
高知県立高知農業高等学校

■とき／３月25日�　８：00～18：00（予定）
　歩行時間約２時間
■目的地／粟島・志士島（香川県詫間町）
■講師／入野高彰さん
■参加費／３千円（受講料・保険料を含む）
■対象／18歳以上の南国市民（42名）
　＊応募者多数の場合は抽選
■申込締切／３月17日�必着

野山自然教室・高知農業高校開放講座のお問い合わせ 申込先・方法野山自然教室・高知農業高校開放講座のお問い合わせ、申込先・方法
往復はがき、ＦＡＸまたはｅメールに講座・教室名・住所・氏名・
年齢・電話番号を明記のうえお申し込みください。
生涯学習課生涯学習係
　〒７８３ー８５０１南国市大埇大 甲２３０１　�８８０ー６５６９
　�８８０ー６２０１または　syougai@city.nankoku.kochi.jp まで

　瀬戸内海に浮かぶ島巡りハイキングで春を
満喫しませんか？超初級のウォーキングコー
スを歩きます。

　障害のある方や卓球に興味がある方を対象に、
楽しく気楽で、和やかな雰囲気の初心者向け卓球
教室を月２回開催しています。ストレスの解消に、
体力の増進に是非ご参加ください。

　ご家庭に眠っている卓球のラケットはありま
せんか？「もう使わないな…」というラケット
がありましたらお譲りください。

■時間／10：00～12：00
　＊開催日についてはお問い合わせください。
■ところ／市民体育館
■参加費／無料
■備考／運動靴、ラケットをご持参ください。
　＊ラケットが無い方は主催者側で準備します。

※お問い合わせは
　社会福祉協議会（�８６３－４４４４）まで

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。

�

� �

� �

�

�

Ｃ

Ａ

Ｄ Ｂ

��

�

�
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事故の概要

大学生のＡ子さんは、早朝、アル
バイト先の新聞店に急いで出勤中でした。
あたりはまだ薄暗く、車の通行量も少なめで
した。Ａ子さんは横断歩道まで行くことが面
倒で、片側２車線の国道を、横断禁止にもか
かわらず手近かなところを横断し始めました。
そのとき車が接近してきましたが、減速した
ので車は止まるだろうと思いそのまま横断を
続けたところ、車は停止せずにＡ子さんに衝
突し、Ａ子さんは重傷を負いました。

事故の原因

　車の運転手は、照明のついた横断歩道を歩
いている歩行者に注目していて、手前を横断
していたＡ子さんを見落としていました。
　運転手の前方不注視と、Ａ子さんの安全不
確認が原因です。

この事故から学ぶこと

車の運転手は、横断歩道に注意が向くため、
横断歩道の近くでは、横断歩道外を横断する
人は見落とされることがあります。また、夜
間は、同様に明るいところに注意が向きます。
　歩行者は、横断歩道があるところでは必ず
横断歩道を、横断歩道がないところでは、明
るいところを選んで左右の安全確認をして横
断してください。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班　 �８２３－９３１９）

止横断禁止

　
高
校
の
英
語
教
師
を
38
年
間
し
て
い
ま
し

た
。
退
職
後
は
、
自
宅
で
中
学
生
に
勉
強
を

教
え
る
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
文

化
や
産
業
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
、
子
ど
も
た

ち
の
文
章
に
よ
る
「
南
国
市
子
ど
も
風
土
記
」

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
制
作
を
通
じ
て
南
国

市
の
良
さ
を
感
じ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
趣
味
は
中
学
生
時
代
か
ら
始
め
た
バ
イ
オ

リ
ン
。
琴
、
三
味
線
、
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の

合
奏
会
を
週
１
回
開
き
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
甘
蔗
か
ら
黒

砂
糖
を
作
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
　

　
「
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
を
」
と
話
す
窪

田
さ
ん
。
精
力
的
に
活
動
す
る
様
子
が
、
い

き
い
き
と
し
た
話
し
ぶ
り
か
ら
伝
わ
り
ま
す
。

5656

窪田　充治さん（陣山）
みつはる

　
美
容
師
歴
は
20
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
土

佐
山
田
町
か
ら
南
国
市
に
店
を
移
し
た
の
が

３
年
前
。
人
に
じ
か
に
接
す
る
仕
事
で
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
違
い
を
実
感
で
き

ま
す
。
薬
品
で
手
が
荒
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
お
客
さ
ん
を
き
れ
い
に
し
て
喜
ん
で

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
趣
味
は
こ
れ
と
い
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

雑
貨
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
や
陶
芸
な
ど
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
い

つ
か
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

　
南
国
市
は
、
気
軽
に
集
え
る
場
所
が
少
な

い
気
が
し
ま
す
。
地
域
毎
に
憩
い
の
場
所
が

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　　
「
夢
は
大
き
い
家
を
建
て
る
こ
と
」
と
宮

田
さ
ん
。
取
材
に
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
丁
寧

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

宮田　まゆみ さん（下末松）

親
子
ク
イ
ズ
を
考
え
る
方
は
大
変
で
す
ね
。
ご
苦
労
様
で
す
。
ウ
〜
ン
と
悩
む
よ
う
な
も
の
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

み ん な の 広 場
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第
11
回
貫
之
さ
く
ら
祭
り

春
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
「
貫
之
さ

く
ら
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
満

開
の
桜
の
下
、
日
本
文
化
の
紹
介

と
国
際
交
流
活
動
が
盛
大
に
催
さ

れ
ま
す
。

■
と
き
／
４
月
３
日
�

■
と
こ
ろ
／
熊
野
神
社

（
大
�
西
野
々
）

■
内
容
／
外
国
人
和
服
試
着
、
香

長
中
音
楽
部
・
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
貫
之
鍋
、
琴
、
尺
八
、
日

舞
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流
な
ど

■
備
考

▼
雨
天
の
場
合
は
、
市
民
体
育

館
で
実
施
し
ま
す
。

▼
桟
敷
席
の
利
用
は
、
田
島
徳

子（
�
０
９
０
・
３
１
８
７
・

８
７
５
７
）ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
０
）ま
で

自
衛
官
募
集

■
種
目
／
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

＊
一
般
・
技
術
・
医
科
・
歯

科
・
薬
剤

■
資
格

▼
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
男
女

＊
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
あ
る

い
は
大
卒
見
込
み
。
大
学
院

は
別
途
規
定
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付

４
月
４
日
�
〜
５
月
13
日
�

■
一
次
試
験
／
５
月
21
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

（
�
８
２
３
・
２
０
０
６
）

南
国
市
役
所
総
務
課

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

国
際
交
流
事
業

参
加
青
年
募
集

内
閣
府
で
は
、
平
成
17
年
度
に

実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
の
参
加

青
年
の
高
知
県
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
青
年
国
際
交
流

事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
事
業
内
容

・
国
際
青
年
育
成
交
流

・
日
中
・
日
韓
青
年
親
善
交
流

・
世
界
青
年
の
船

・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

■
募
集
期
間

３
月
１
日
�
〜
３
月
31
日
�

■
高
知
県
選
考
日
／
４
月
７
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
国
際
交
流
課

（
�
８
２
３
・
９
６
０
５
）ま
で

平
成
17
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

平
成
17
年
度
国
家
公
務
員
採
用

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
の
種
類

【
大
学
卒
業
程
度
】

▼
国
家
公
務
員
Ⅰ
・
Ⅱ
種

▼
国
税
専
門
官
　
▼
法
務
教
官

▼
労
働
基
準
監
督
官

▼
航
空
管
制
官
　

【
高
校
卒
業
程
度
】

▼
国
家
公
務
員
Ⅲ
種

▼
刑
務
官
　
▼
入
国
警
備
官
　
　

▼
皇
宮
護
衛
官

▼
航
空
保
安
大
学
校

▼
海
上
保
安
大
学
校

▼
気
象
大
学
校
　
な
ど

■
備
考
／
受
験
案
内
を
郵
送
請
求

す
る
場
合
は
、「
必
要
額（
120
〜

200
円
）
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
」
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
採
用
試
験
の
情
報
は

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈http://w
w
w
.jinji.go.jp/

〉
で

見
ら
れ
ま
す
。

※
受
験
案
内
と
申
込
用
紙
請
求
・

お
問
い
合
わ
せ
は

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験

係
（
〒
７
６
０
・
０
０
６
８

高
松
市

松
島
町
１
・
17
・
33

�
０
８

７
・
８
３
１
・
４
７
６
５
）ま
で

１
月
下
旬
に
南
国
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
広
報
を
見
て
、
市
の
取
り
組
み
や
生
活
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

古谷　栄幸（植田）

「コンチハ」
トビ魚

2005  MARCH
３

至後免

至高知市 南国バイパス 至野市町

熊野神社

貫之さくら祭り貫之さくら祭り
　 特設会場特設会場

吾岡
　保育園

南国
自動車

香長
中学校・

・

・

ホームセンター
　ゆうきち

・�スエジー南工場

南国公園墓地

至稲生
南国勤労者
　体育センター 至浜改田

県道243号田村高須線県道243号田村高須線

南国病院

県
道
45
号

【会場周辺図】
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南
国
県
税
事
務
所

所
轄
区
域
・
所
在
地
の
変
更

県
で
は
事
務
事
業
の
見
直
し
に

伴
い
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
南
国

県
税
事
務
所
の
所
轄
区
域
や
所
在

地
の
変
更
な
ど
を
次
の
よ
う
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
税
務
課

（
�
８
２
３
・
９
３
１
０
）ま
で

南
海
地
震
に
備
え
ち
ょ
き

〜
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

今
世
紀
前
半
に
、
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
つ
い

て
、
高
知
県
が
「
南
海
地
震
に
備

え
ち
ょ
き
」
と
い
う
地
震
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
県
下
全
戸

へ
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
発
生

時
期
、
日
頃
の
備
え
な
ど
が
分
か

り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
が
作
成
・
配
布
し
た
「
住
ま
い

の
安
全
地
震
心
得
帳
」
と
合
わ
せ

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

水
稲
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

近
年
、
農
業
の
環
境
へ
の
負
荷

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
稲

栽
培
の
代
か
き
時
に
濁
水
が
流
出

す
る
こ
と
に
よ
る
水
生
生
物
へ
の

影
響
も
そ
の
一
つ
で
す
。
代
か
き

作
業
時
の
濁
水
流
出
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
農
薬
の
適
正
使
用
と
と

も
に
肥
料
や
薬
剤
の
効
果
を
高
め

る
た
め
に
は
、
水
田
の
水
を
流
出

さ
せ
な
い
代
か
き
や
田
植
え
が
有

効
で
す
。
畦
塗
り
や
水
口
の
止
水

に
よ
り
漏
水
や
流
出
を
防
止
す
る

こ
と
は
、
下
流
の
農
地
へ
の
用
水

確
保
の
観
点
か
ら
も
大
切
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
県
中
央
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
�
０
８
８
７
・
５
３
・
２
２
１

６
）ま
で

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
・
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
最
適
な
保
険
で
す
。
加

入
し
て
安
心
な
活
動
を
し
ま
し
ょ

う
。現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
、

年
度
ご
と
の
更
新
が
必
要
で
す
。

■
資
格
／
５
名
以
上
の
団
体

■
対
象
と
な
る
事
故

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故
、
往

復
中
の
事
故

■
保
険
期
間
／
平
成
17
年
４
月
１

日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

広
報
を
見
て
い
く
つ
か
講
座
に
参
加
し
、
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
講
座
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

※お問い合わせは、税務課収納管理係
　　　　    （�８８０ー６５５４）まで

　　　  　車　　　種　　　　　　　　     届け出先　
原動機付自転車　　　　　　　　  南国市税務課収納管理係
　　 （50�～125�・ミニカー）　
小型特殊自動車・農耕作業用自動車　　　　　　   �880ー6554

二輪の軽自動車（126�～250�）  高知運輸支局登録部門
二輪の小型自動車（251�～）　　高知市大津   �866ー7312

軽自動車　　　　　　　　　　　  軽自動車検査協会高知事務所
　　　　　　　　　　　　　　　  高知市長浜   �842ー5734

軽自動車や原動機付自転車、農耕車の税金は、
毎年４月１日現在に所有している方に課税さ
れます。
＊４月２日以降に廃車・名義変更されても、
　その年は１年分が課税されます。

変 更 前 変 更 後

名 　 称
所 在 地

所轄区域

南国県税事務所
南国市大埇甲1599ー1

中央東県税事務所
高知市大津乙1820ー1

�863ー2477 ��866ー8500
＊自動車税の関係は866ー8510へ

＊法人事業税の申告や免税軽油の手続などの窓口が中央東県税事務所
　となります。
＊自動車税に関する、車検時の納税証明書の発行や減免措置申請は最
　寄りの県税事務所で受け付けています。

南国市、香美郡、長岡
郡、土佐郡の13市町村

旧所轄区域と、高知市の大津、高須
介良、五台山、三里、潮見台
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交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
加

害
者
）
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た

場
合
も
、
国
保
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
場
合
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
が
必
要
で
す
。
交
通
事
故

に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
届

け
、
事
故
証
明
書
を
も
ら
う
と
同

時
に
、
国
保
係
へ
の
届
け
出
を
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

（
国
保
係
窓
口
）

・
事
故
証
明
書
・
保
険
証
・
印
鑑

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け

た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
国
保
で
治

療
を
受
け
る
と
、
国
保
は
加
入
者

の
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

保
に
届
け
出
る
前
に
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
国
保
が
使

え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
係
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
国
保
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付

平
成
17
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
、
ま
た
は
給
油
券
を
４４
月月
１１

日日
�
か
ら
交
付
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者

①
市
内
に
住
居
を
有
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▼
１
級
ま
た
は
２
級
で
下
肢
に

障
害
を
有
す
る
（
手
帳
の
障

害
名
の
欄
に
、
下
肢
の
障
害

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
こ

と
）

▼
下
肢
・
体
幹
・
平
衡
機
能
の

障
害
に
よ
り
３
級

▼
視
覚
障
害
１
級

▼
通
院
に
よ
り
血
液
透
析
治
療

を
受
け
て
い
る

▼
心
臓
機
能
障
害
１
級

②
市
内
に
住
居
を
有
し
、
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
印
鑑

＊
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福

祉
給
油
券
を
利
用
の
際
は
、
必
ず

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
　

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
確
定
申
告
（
所
得
税
）
・

市
県
民
税
な
ど
の
申
告
を
す
る
際

に
、
次
の
よ
う
な
控
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。。

■
障
害
者
控
除

要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
度
１
〜

５
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
交
付
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
場
合
、
保
健
課

が
発
行
す
る
認
定
書
が
必
要
と
な

り
、
市
民
税
の
場
合
は
、
申
告
の

際
に
、
税
務
課
に
介
護
保
険
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除

施
設
に
入
所
、
ま
た
は
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

負
担
し
て
い
る
な
か
で
、
医
療
費

控
除
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
が

あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
添
え

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら

れ
る
医
療
費
か
ら
一
定
の
金
額
を

差
し
引
い
た
分
が
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）

ま
た
は
税
務
課
市
民
税
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
４
）ま
で

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
応
募
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
掲
載
に
は
至
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

10

11

11

15

16

17

水

木

火

水
猪野吉保商店前
10:20～10:35

王子権現神社北側
10:40～11:00

蒲原県営住宅
14:00～14:30

医学部蒲原宿舎
14:35～14:55

定林寺公民館
15:00～15:20

里保育所
10:20～10:40

中澤建材店前
10:45～11:05

かりやストア前
11:45～12:05

白山荘
11:15～11:40

吾岡保育園
10:55～11:15

市農協野田支所
14:00～14:20

岩村ふれあいセンター
14:25～14:45

市農協前浜支所
15:30～15:50

南部営農センター
14:40～14:55

浜改田公民館
15:00～15:25

浜窪市営住宅
15:55～16:15

高知高専宿舎
11:05～11:25

南海学園
11:20～11:40

白銀荘
10:20～10:50

長岡農協
13:30～13:50

喫茶わらべ駐車場
13:55～14:10

星神社前
11:45～12:05

ケアハウスたんぽぽ
15:00～15:30

医学部中島宿舎
15:30～16:00

市農協国府支所
14:25～14:45

白木谷公民館
14:25～14:45

久礼田保育所
10:50～11:10

久礼田西公民館
11:15～11:35

立田消防屯所南側
14:50～15:10

３／9

木

金

金

第２希望の家
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮
15:05～15:35

植野公民館
11:40～12:00

奈路公民館
13:40～14:00

札場バス停前
10:30～10:45

丸十園芸組合前
10:50～11:10

阿戸公民館
11:15～11:30

緑ヶ丘２丁目
13:30～13:50

県住十市団地
13:55～14:30

雪の夜話　　　　 朝倉卓弥
午後の磔刑　　　 花村萬月
約束の河　　　　 堂場瞬一
恋愛小説　　　　 川上弘美
白蛇教異端審問　 桐野夏生

おりがみ　つつむ　 布施知子
初めての社交ダンス 鳥居弘忠
土佐を彩る女たち（上・中）
　　　　　　　　　 近藤　勝
平山郁夫平成洛中洛外図
　　　　　　　　　 平山郁夫

九月が永遠に続けば
　　　　　　 沼田まほかる
やさしい昔の針仕事
　　　　　 日本ヴォーグ社
印象派美術館　　　 小学館

３
月
13
日
�
〜
21
日

�
は
、
ば
く
書
の
た

め
休
館
で
す
。
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浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

快
適
な
生
活
と
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
生
活
排
水
対
策
と
し
て
、

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
申

請
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
平平
成成
1188
年年
２２
月月
　　

2200
日日
まま
でで
に
浄
化
槽
の
設
置
工

事
が
確
実
に
完
了
で
き
る
方

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
平平
成成
1177
年年
４４
月月
１１

日日
�
かか
らら

毎
月
末
日
締
め

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

施
工
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
営

業
用
建
物
は
対
象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
定
外
公
共
物
の
里
道
・
水
路

（
赤
線
・
青
線
）
な
ど
が
市
有
財

産
に
な
り
ま
す
。

１
、
法
定
外
公
共
物
と
は
？

道
路
、
河
川
、
水
路
な
ど
の

「
公
共
物
」
の
う
ち
、
道
路
法
、

河
川
法
、
下
水
道
法
な
ど
の
特
別

法
が
適
用
ま
た
は
準
用
さ
れ
な
い

も
の
を
「
法
定
外
公
共
物
」
と
い

い
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

「
里
道
（
農
道
）」
や
「
水
路
」
が

あ
り
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
多
く
は
、
明

治
初
期
の
地
租
改
正
に
伴
い
国
有

地
に
分
類
さ
れ
、
一
般
に
里
道
、

水
路
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
に
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
公
図
な
ど
の

地
図
上
で
赤
色
、
青
色
の
着
色
の

表
示
が
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
土

地
地
番
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
土

地
登
記
簿
も
あ
り
ま
せ
ん
。

２
、
法
定
外
公
共
物
の
譲
与

平
成
12
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、「
国
有
財

産
特
別
措
置
法
」
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
有
財
産
で

あ
っ
た
里
道
・
水
路
な
ど
が
市
に

譲
与
さ
れ
ま
す
。

３
、
法
定
外
公
共
物
に
関
す
る

境
界
な
ど
の
申
請
窓
口

４
月
１
日
よ
り
、
県
南
国
土
木

事
務
所
か
ら
市
建
設
課
建
設
管
理

係
に
変
わ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
課
建
設
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
１
）ま
で

応
募
数
が
多
数
の
た
め
、
現
在
、
掲
載
数
を
増
や
す
か
検
討
中
で
す
。
掲
載
数
が
増
え
る
場
合
は
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

おお
便便
りり
のの
回回
答答

INFORMATIONINFORMATION

 口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／３月22日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／３月28日�
　　　    13：00～15：00
■ところ
　市役所４階　大会議室
■相談料／無料
■備考／申込は不要です。
　直接会場へお越しくださ
　い。

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／３月８日�・４月５日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

国 保 税　（８期分）
人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   17年１月 26件 ０人 32人

　　《火災》
発生件数　 ２件

建物　　　   ０件
山林　　　   １件
その他　  　 １件
被害額　　   ０円

《救急》
出動回数　 185回
急病　  　      95回
交通事故　    24回
一般事故　　26回
その他　　　40回

３月の納税は

　地域・家庭・職場・子ど
ものことなどで、悩みを抱
えていませんか？
　人権擁護委員協力員、家
庭児童相談員がご相談に応
じます。秘密は厳守します。
お気軽にご利用ください。

※お問い合わせは
　じんけんセンター
 （�８８０ー６５７０）まで

消防だより消防だより

火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント

平成17年度
春季全国春季全国 火 災 予 防 運 動火 災 予 防 運 動

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

　３月１日�～７日�まで、全国一斉に
春の火災予防運動が実施されます。
　春は季節風の強い日が多く、市内中小
河川のしゅんせつ工事や山田堰関係の
「川干」と重なるため、ちょっとした不
注意から思わぬ大火になる恐れがありま
す。また、放火火災による被害の低減を
図るため、家のまわりに燃えやすいもの
を置かないよう注意しましょう。
　火の取り扱いは慎重に、火災の発生を
防止しましょう。

・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは燃えやすいものから離れた位
　置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、
　必ず火を消す

・逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報機
　を設置する
・寝具や衣類からの火災を防ぐために防炎
　装置を設置する
・火災を小さいうちに消すために住宅用消
　火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るため
　に隣近所の協力体制をつくる

（３つの習慣・４つのポイント）
◎３つの習慣

◎４つのポイント
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ご
み
出
し
の
モ
ラ
ル
が
ま
だ
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
広
報
な
ど
を
よ
く
見
て
気
を
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

 国民年金制度の発展過程において生じた特別な
事情により、障害基礎年金を受給していない障害
者の方を対象とした福祉的措置として、平成17年
４月から特別障害給付金制度が創設されます。

【対象者】次の期間のうち国民年金に任意加入し
　ていなかった期間に初診日があり、その傷病が
　原因で、現在障害基礎年金１・２級相当の状態
　にある方が対象となります。
�昭和61年３月までの国民年金任意加入対象とさ
　れていた被用者（厚生年金・共済組合等の加入
　者）等の配偶者及び大学・短期大学の学生等の
　期間（この期間には各種専門学校・専修学校等
　の学生は含まれません）。
�昭和61年４月から平成３年３月までの国民年金
　任意加入対象とされていた大学・短期大学・各
　種専門学校・専修学校の学生等の期間。

【支給額】１級＝月額５万円　２級＝月額４万円
 ＊支給額は毎年度自動物価スライドがあります。
 ＊老齢年金等を受けられている場合は支給制限
　　があります。また、所得によって支給制限と
　　なる場合もあります。

【請求手続き】４月から市役所市民課年金係で受
　付を始めます。なお、給付金の支給は請求のあ
　った月の翌月分からとなりますので、５月分か
　ら受け取るためには４月中の請求が必要です。
　請求が遅れた場合、さかのぼって支給はできま
　せんので、必要な添付書類が全てそろっていな
　くても、まずは４月中に請求書を提出するよう
　にしてください。

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　平成16年の年金制度改正により、保険料の上限
を固定し、年金の給付はその範囲で行う「保険料
水準固定方式」が導入されることとなりました。
国民年金保険料の場合、平成17年度から毎年280円
ずつ引き上げ（引き上げ額は今後の賃金上昇率に
よって変化します）、平成29年度以降の保険料を
16,900円に固定することになっています。

　これまでは、１年分または半年分などの保険料を
前納した場合のみ保険料割引となっていましたが、
平成17年４月から、口座振替による毎月納付の場合
も、当月末振替にすることにより保険料割引となる
制度（早割制度）が導入されます。また、口座振替
で１年分または半年分を前納すると、現金で前納す
るよりもさらに割引となり、大変お得です。
【申込方法】年金手帳・通帳・通帳のお届け印を持
　参のうえ、南国社会保険事務所でお申し込みくだ
　さい。
 ＊現在口座振替で毎月納付をされている方も、早
　　割制度に変更を希望される場合は手続きが必要
　　となります。
 ＊１年前納または半年前納を希望される場合は、
　　３月中に社会保険事務所で登録する必要があり
　　ますので、お早めにお申し込みください。

手 数 料     無　料

�縦覧資格条件
　平成16年１月１日現在の固定資産の所有者で、
　固定資産税の納税者です。

�縦覧対象物件
　納税者本人所有資産以外の土地または家屋の
　評価額が縦覧できます。
＊土地（家屋）のみを所有している者は家屋（土
　地）の縦覧はできません。

　また、誰々さんの（どこそこの）土地と家屋
　の分を縦覧したいとの要望には、地方税法の
　守秘義務の規定に抵触しますのでお答えでき
　ません。あらかじめ本人で縦覧箇所の所在地
　番等を確認のうえ縦覧してください。

③縦覧期間
　４月１日から当該年度の最初の納期限の日ま
　での間

※お問い合わせは、税務課資産税係（�８８０ー６５５４）まで

縦覧期間

縦覧場所

必要な物

対　　象

４月１日�～５月31日�　８：30～17：15

＊４月中の土・日曜日の縦覧時間…８：30～12：30まで
＊４月29日、５月の祝日、休日および５月の土・日曜日は行いません。
税務課資産税係

平成17年１月１日現在の固定資産の所有者で、固定資産税の納税者、または納税者
から縦覧の委任を受けた方。

身分を証明する物…運転免許証等または納税通知書（受取後）と認印。
�代理人は、委任状が必要です。�法人所有の資産は、代表者からの委任を受けてください。

固定資産

縦
覧
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷、八京

十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生

久枝（開田を除く）、下島、前浜

下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田

片山、里改田、浜改田

片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

３／1

7
5
4
3
2

8

12

10

11

14

17

15
16

19

18

22

24

21

28
26
25

23

木

水

土

金

木

水
火

月

土
金

火

土

木

火
水

火

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目

野田（西野田町１丁目を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生

下咥内、物部、開田
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

３／1

5
4

3

2

7

11
10
9
8

12
14
15
16

18

17

22
21
19

28

25
24
23

水

水
火

火
月
土

木

火
月

木

金

木

火

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

十市（南部）

４／1

6
5
4
2

月

土

田村

金
木

月

十市（南部）
領石、植野、久礼田、植田

月
土

４／1

5
4

土

金

月

土

金

片山、里改田、浜改田
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

金

木
水

金

月

立田

十市（南部）
田村
立田

片山、里改田

土
金

水
火
月

26

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

領石、植野、久礼田、植田

土

火
月

金 笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

水

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

３月７日・21日
（第１・３月曜日）

３月１日・15日
（第１・３火曜日）

３月２日・16日
（第１・３水曜日）

３月14日・28日
（第２・４月曜日）

３月８日・22日
（第２・４火曜日）

３月９日・23日
（第２・４水曜日）

４月４日・18日
（第１・３月曜日）

３月３日・17日
（第１・３木曜日）

３月４日・18日
（第１・３金曜日）

３月５日・19日
（第１・３土曜日）

３月10日・24日
（第２・４木曜日）

３月11日・25日
（第２・４金曜日）

３月12日・26日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

４月１日・15日
（第１・３金曜日）

9

2

�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

水

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

＊「平成17年度南国市の家庭ごみの分け方・出し方」の冊子
　が今月号の広報と一緒に配布されています。毎週・毎月の
　ごみ出しについて、皆さんのご協力をお願いします。

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

クンヴィシット・
カイノイさん

（ラオス人民民主共和国）
高知高専留学生

）））いつか先生に… ）））

「お風呂の中でも、海でも
　　平気で水に顔をつけます。
　　　　　水大好き少年です」

「真優月お兄ちゃん、大～好き！」
　　「翔星くん、大～好き！」
　　　　いつも一緒＆仲良しだね。

　おかげさまで、このコー
ナーへの応募が大変多くな
りました。10月号まで掲載
予定の赤ちゃんが決まって
いますので、募集を一時停
止させていただきます。６
月号から再募集します。

平成14年10月25日生まれ
下田　奏  くん（篠原）
しもだ　  かなで 平成16年９月23日生まれ

森本　翔星  くん（左）（篠原）
もりもと　　 とあ

真優月  くん
まゆる

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 106,911台
出 107,618台　

高知空港
出発 64,323人
到着 57,019人

《１月分》
有権者 40,497人（男 18,973人・女 21,524人）

《平成16年12月２日現在》

あ
と

が

き

　
毎
月
「
に
こ
に
こ
ラ
イ
フ
」

の
取
材
に
行
き
ま
す
が
、
苦
労

す
る
の
が
取
材
後
の
編
集
。

　
お
も
し
ろ
い
経
験
話
や
趣
味

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
が
、
帰
っ
て
い
ざ
編
集
と

な
る
と
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ

っ
て
、
う
ま
く
ま
と
め
る
の
に

一
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
短
い
文
章
で
も
紹
介
で
き
る

よ
う
い
ま
だ
に
奮
闘
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

中
国
な
ど
５
カ
国
と
国
境
を

接
し
た
内
陸
国
、
ラ
オ
ス
の
首

都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
出
身
で

す
。
１
年
間
東
京
で
語
学
研
修

を
し
た
後
、
来
高
し
て
２
年
近

く
に
な
り
ま
す
。
ラ
オ
ス
は
一

見
地
味
で
す
が
、
多
く
の
仏
教

寺
院
が
あ
り
ま
す
。
仏
像
は
鉄

や
石
で
で
き
て
い
て
、
頭
部
に

は
金
細
工
が
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
戦
乱
の
際
に
剥
ぎ
取
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
２

千
年
前
の
石
棺
と
み
ら
れ
る
５

百
個
程
の
石
の
瓶
が
広
が
る
ジ

ャ
ー
ル
高
原
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
近
く
に
国
内
唯
一
の

温
泉
が
あ
り
、
日
本
人
観
光
客

に
人
気
で
す
。

ラ
オ
ス
は
14
世
紀
中
頃
の
ラ

ン
サ
ン
王
国
が
起
源
で
、
ラ
ン

は
百
万
、
サ
ン
は
象
を
意
味
し

ま
す
。
祖
母
の
時
代
に
は
騎
馬

戦
な
ら
ぬ
�
騎
象
戦
�
が
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
で
も

山
間
部
の
川
の
近
く
で
は
象
が

家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
南

部
の
水
牛
を
使
う
稲
作
に
対

し
、
北
部
で
は
焼
畑
農
業
が
盛

ん
で
し
た
が
、
今
は
山
火
事
の

せ
い
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
に
は
フ
ラ
ン
ス
統
治
時

代
の
古
い
建
物
が
残
り
、
母
た

ち
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
い
、
私

た
ち
は
中
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
、

高
校
で
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

最
近
で
は
中
学
か
ら
英
語
を
学

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
中
学
か

ら
大
学
ま
で
制
服
が
あ
り
、
女

子
は
白
い
シ
ャ
ツ
と
長
い
巻
き

ス
カ
ー
ト
、
短
い
髪
や
下
ろ
し

た
前
髪
は
ダ
メ
で
す
。
学
校
が

少
な
い
の
で
、
学
校
建
設
資
金

や
絵
本
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
日

本
の
グ
ル
ー
プ
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。

ラ
オ
ス
で
は
収
入
面
な
ど
か

ら
先
生
は
人
気
の
な
い
職
業
で

す
が
、
高
専
の
先
生
た
ち
の
熱

心
で
温
か
い
ご
指

導
を
い
た
だ
く
う

ち
に
、
初
め
て

「
将
来
は
先
生
に
」

と
も
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,625人（－ 78）外国人登録者数 315人（＋11）
男 24,256人（－ 59） 男 152人（＋ 3）
女 26,269人（－ 19） 女 163人（＋ 8）

世帯数 20,752世帯 （－ 23） 登 録 国 籍 数 31カ国
（ ）内は前月比 《平成17年１月31日現在》

出生数　 26人〔男 11人・女 15人〕《１月分》
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広
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